
ボッチャ体験教室 ４月 27 日（日）、体育館でボッチャ体験教室を開催。総勢

約 50 名が参加し大盛況となりました。地域対抗モルック大会の雨天代替競技とい

うことで、事前学習のために各体育委員さんや、モルックによく参加してくれる小

学生も沢山来てくれました。まずは競技の仕方やルール説明を実技とともに体験。

老若男女誰でもできるスポーツで、みなさんすぐに慣れ、半日がたちまち過ぎ、競

技にうち興じてしまいました。

小 野 学 区 掲 示 板 くわしいことは回覧やコミセンにあるチラシでご確認ください

水道工事について(お願い) 大津市企業局

６月２日～９月１９日のうち ６月上旬と８月下旬(予定)

9:00 ～ 17:00(予定)

終日片側交互通行

ご協力をお願いします

お願い案内

ＱＲ C⇒

郵便局の窓口営業時間変更(試行)の

お知らせ 5月 26 日(月)から

小野駅前と向陽の郵便局では

時間が異なりますの注意してください

お知らせ案内

ＱＲ C 窓口休止時間⇒

小野駅前郵便局

１２：３０～１３：３０

向陽郵便局

１１：３０～１２：３０

ソフトボール交流試合(ＶＳ小松学区)

参加選手募集案内

６月２２日(日) 集合：９:００

小野小学校グラウンド 案内ＲＱ C ⇒

申込締切

６月８日(日) １７時まで

申込 Google フォームにアクセスして

送信してください

⇒

申込ＲＱ C Google フォーム

スポーツ少年団 団員募集

野球・バレーボール

小野小学校に通う小学生

案内ＱＲ C ⇒

野球体験教室開催

６月１日(日) １４：００～

小野小学校グラウンド

小野学区自治連合会 空地空家対策事業(主管：朝日二丁目自治会 有償ボランティア)

草刈り・簡単な剪定・草刈り・簡単な剪定・ その他 家庭用倉庫解体などの 軽作業軽作業
本格的な剪定は専門の業者にご依頼ください

参考料金 1日 10,000 円 ( 8 時間 ＋ 諸経費)

申込用紙(登録票)を 077(594)3073 へ FAX してください もしくは コミセン窓口へ

申込用紙(登録票)は小野コミュニティセンターにあります ４月、滋賀県で高齢者の交通死亡事故が多発。６件の死亡事故のうち５件が高齢者。しかも５件

中４件が歩行中の悲劇でした。「歩道を横断する際は無理をしない」「いつも安全確認に努める」

「なるべく明るい服装に努める」など、くれぐれも気をつけてください。運転者も！！

発行 小野学区まちづくり協議会 ２０２５(令和７)年５月 通巻４３号

ＨＰのＱＲコード

－ 自分たちのまちは自分たちの手できれいに －

実施日 ６月８日(日) 予備日 ６月１５日(日)

ご参加 ご協力をお願いします
ただし 高齢の方は 無理に参加しないでください

体調がすぐれない方も ご遠慮ください

当日 実施か中止の判断は午前６時 びわ湖テレビ放送の画面に字幕でお知らせします

もしくは実践本部のホームページで掲載されます ⇒

各自治会の指示に従って

安全第一を最優先で取り組んでください

最長１時間程度までの活動とし

ケガや熱中症にご注意ください

ゴミ出し集積は１０時までです

(４月３０日現在)

ご協力に感謝申し上げます。

募金は志賀中学校の生徒たちが自主的に取り組むクラブやクラスの生徒会活動を

はじめその他の教育諸活動の支援に活用されます。例えば近畿大会や全国大会出

場の補助であったり、生徒たちが情熱を傾けて結束する一大イベントの志賀中祭、

そのクラスＴシャツ購入の一部補助や、図書の寄贈、図書室にソファーとローチェア

購入など。また、志賀中学校ではネットトラブルの防止にも積極的に取り組んでおり、

啓発リーフレットの作成・配布…等々の一助ともなっています。

年度末には簡単ながら事業報告がなされています。今後とも地域のみなさまのご理解

を賜り、エールのほどをお願いします。



おのえき花の会 小野弘文

小野駅前の広場を花で飾ることを目的に、2023 年 4月、「おのえき花の会」を立ち上げま

した。2年後の今では、30 数か所の花壇すべてに、花が咲き誇っています。

花壇の一つに、フジバカマの苗を植え、「アサギマダラの丘」と命名しました。

アサギマダラは、蝶の一種で、渡り鳥のように、長距離を飛行します。昨年には東北地

方から香港まで 3,016km を旅したことが記録されました。

フジバカマは、アサギマダラが好んで蜜を吸う野草です。昨年 10 月には、アサギマダラ

の丘に、毎日 10 匹ほどのアサギマダラがやってきました。この情報が小野小学校の教頭先

生に伝わり、中庭に花壇を作り子供たちとフジバカマを植えました。これを契機に、朝日 2

丁目にも植え付けました。さらに、湖青南公園に花壇を作りフジバカマを植えました。

このように、この 2年の間にアサギマダアラを呼ぶ気運が高まりました。

今年の秋には、この街に多くのアサギマダアラが飛び交うことになるでしょう。

2025.5.2 記

駅前アサギマダラの丘のフジバカマ アサギマダラの丘にやってきた
2024 年 10 月 2024 年 10 月 水口泰司さん撮影

2025.4.6 湖青南公園のフジバカマ

2024 年 11 月に小野小学校に植えたフジ 2025.4.17 小野小学校に 3つ目の
バカマは順調に育つ 2025 年 4 月 花壇を作り、フジバカマを植えた

渡り蝶アサギマダラが来る町に！

ＱＲ C ⇒

2025.4.14 朝日二丁目フジバカマを植える

このまちで こんな活動が… こんな人が… ご紹介ください!!

小野学区まちづくり協議会 企画

ヴァイオリン ＆ ヴィオラ デュオ演奏会

びわこのーと 大大 盛盛 会会 でしたァ！！
５月６日(祝・火)、朝から雨……ぁぁ無情。

開演 30 分前、来場者はちらほら。やはり出足は…悪いか？

ところが……

13:00 の開演 20 分前、にわかに列ができ、「パイプ椅子が足りない！」事

態まで出現。急遽２階会議室から搬出搬入の嬉しいドタバタ劇となり、開演

時には「会場一杯」と言いたくなるほどたくさんの住民がみえました。

「びわこのーと」は河本学さん(ヴァイオリニスト)と高村明代さん(ヴィ

オリスト)ご夫婦のユニット。2010 年に「地域のみなさまと音楽のある暮ら

しを」と活動を開始し、翌年には大津市民となられ、以来、病院、カフェ、

お寺や神社などと場所を選ばずに地域のイベントや音楽教室などで演奏を続

けられ、今年で 15 年目を迎えられます。

「琵琶湖周航の歌」から演奏が始まるや、早速ハミングする人があるかと

思うと歌を口ずさむ人まであり、「大きな古時計」へとつづくうちに会場は

一体感につつまれていきました。次は「アンパンマンマーチ」と、河本さん

が解説を始め、「子どもたちもおおぜい来てもらえるものと思って選曲した

のですが、見ると……」子どもは一人もおらず、どっと起こる笑い声。そこ

にあるのは 100 日早い「敬老の日」のイベントかと見まごう光景でありまし

た。河本さんの優しいトークには衒(てら)いも気負いもなく、素直に親しみ深くなる雰囲気がありました。

クラシックも親しみのあるモーツァルトの「おもちゃの交響曲」から始まり、素直に聞き入りました。ヴァイオ

リンの高音で明るく華やかな音色と、中低音域の落ち着いた音色のヴィオラが対照的で、ときにヴィオラが哀愁を

さえ漂わせるように優しく包むような、絶妙な調和は、このデュオ演奏ならではの特徴に違いないと感じられまし

た。兄弟・姉妹、夫婦・親子、信じ合う者、恋人同士＜ふたり＞の交響楽。ヴァイオリン＆ヴィオラのデュオ演奏

をたっぷり鑑賞しました。また、四重奏はあるけれどもヴィオラだけの＜独奏＞を聞くのは初めてと言う方がほと

んどだったのではないでしょうか。落ち着いた深い音色を湛能するというまたとない一コマもありました。

河本さんは、線維筋痛症(関節や筋肉、腱などに激しい痛みがつづく病気)で、最近では痛風をも発症され、治療

に取り組んでおられる毎日です。そんな河本さんにとって音楽とは体の苦痛を和らげる命の証し、日々を生きる挑

戦の源、よろこび。だからこそ暮らしの中で、音楽をとおして地域の人びとと楽しみやよろこびをともにしたいと

切望されるのでしょう。

アンコールの拍手が鳴り止みませんでした。アンコールはこの日の最も長い演奏となりました。雨が収まりかけ

たころ演奏会は幕を閉じ、参加者のみなさんも満足の表情で会場をあとにされました。

Good Sign #110 音楽で奏でる命のよころび 弦楽二重奏ユニット「びわこのーと」 ＱＲ C⇒

⇒

ＱＲ C 「びわこのーと」5月６日の行事用チラシ


